
８
月
17
日
、
日
本
共
産
党
埼
玉

県
議
団
主
催
の
「
豪
雨
災
害
対
策

研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
松
本
ひ

ろ
か
ず
、
う
づ
き
武
彦
、
今
尾
や

す
の
り
、
坂
巻
か
つ
の
り
議
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
平
成
30
年
7
月
豪
雨

災
害
の
際
に
、
岡
山
県
倉
敷
市
真

備
町
に
派
遣
さ
れ
た
県
職
員
か
ら

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

真
備
町
へ
は
岡
山
県
の
災
害
対

策
本
部
を
中
心
に
、
東
京
都
、
福

岡
市
、
埼
玉
県
が
支
援
に
入
り
ま

し
た
。

倉
敷
市
の
責
任
者
が
不
在
、
避

難
所
運
営
に
関
す
る
情
報
共
有
の

不
足
、
物
資
需
要
と
供
給
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
、
女
性
し
か
で
き
な
い
業

務
が
あ
り
男
女
比
も
考
慮
し
た
方

が
良
い
な
ど
、
現
地
支
援
の
経
験

か
ら
感
じ
た
教
訓
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

次
に
塩
川
鉄
也
衆
議
院
議
員
が

国
会
論
戦
で
の
被
災
者
支
援
拡
充

の
実
現
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

災
害
時
こ
そ
憲
法
が
保
障
す
る

「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
」
を
実
現
す
る
べ
き
で
す
。

被
災
者
へ
の
公
的
支
援
の
拡
充

は
、
被
災
者
と
国
民
の
た
た
か
い

に
よ
り
前
進
し
て
き
ま
し
た
。

要
求
を
第
一
に
、
制
度
が
な
け

れ
ば
つ
く
る
立
場
で
働
き
か
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

公
的
支
援
制
度
の
情
報
を
届
け

る
、
ニ
ュ
ー
ス
、
街
角
説
明
会
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、
訪
問
な
ど
通
し
て

被
災
者
が
要
求
運
動
の
主
役
と
な

る
支
援
を
、
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

村
岡
正
嗣
県
議
か
ら
は
、
県
政

の
状
況
が
報
告
さ
れ
、
こ
の
間
の

党
県
議
団
の
県
知
事
へ
の
要
請
な

ど
に
応
え
、
県
と
全
市
町
村
共
同

に
よ
る
「
埼
玉
県
・
市
町
村
被
災

者
安
心
支
援
制
度
」
の
対
象
を
災

害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
な
い
市
町

村
の
半
壊
世
帯
に
拡
げ
、
被
災
者

支
援
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

県
土
強
靭
化
緊
急
治
水
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
春
日
部
市
の
二
河
川
を

は
じ
め
61
河
川
、
１
０
１
カ
所
が

対
象
と
な
り
現
在
。
調
査
・
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
川
越
市
議
か
ら
越
辺

川
の
決
壊
状
況
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

春
日
部
市
も
、
更
な
る
治
水
対

策
強
化
や
、
被
災
し
た
際
の
安
心

の
避
難
生
活
を
送
れ
る
よ
う
充
実

が
必
要
で
す
。
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県
職
員
の
災
害
支
援

経
験
報
告

制
度
な
け
れ
ば

つ
く
る
立
場
で

この間のたたかいを通じた主な支援制度改善例

熊本地震(2016年)：避難所での栄養士・調理師の雇上

げも災害救助法の対象に。

被災者敷地内にユニットハウスなどリース設置可能に。

台風15号・19号(2019年)：

「準半壊」住宅応急修理の対象に。

令和２年７月豪雨災害：新型コロナ対策としてホテル・

旅館を避難所として活用。

「半壊」以上被害で応急修理に１か月超が見込まれ

る場合、仮設住宅への入居を可能に。

治
水
対
策
強
化
と

避
難
生
活
の
充
実
を

党
県
議
団
が
豪
雨
災
害
対
策
研
修
会

公
的
支
援
は
被
災
者
の
権
利



日
本
共
産
党
議
員
が
行
う
質

問
の
日
程
と
内
容
は
、
下
記
の

通
り
で
す
。

19
日
（
水
）
の
議
会
運
営
委

員
会
（
松
本
ひ
ろ
か
ず
・
う
づ

き
武
彦
議
員
所
属
）
で
、
コ
ロ

ナ
感
染
症
防
止
対
策
を
理
由
に

質
問
の
日
数
と
時
間
が
短
縮
さ

れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
「
一
般
質
問

は
市
民
の
要
望
や
意
見
を
取
り

上
げ
る
議
員
の
重
要
な
任
務
で

あ
る
。
３
月
議
会
は
全
員
が
取

り
下
げ
、
６
月
議
会
は
代
表
質

問
（
一
人
15
分
×
人
数
）
で
、

一
般
質
問
が
で
き
な
い
議
員
が

い
た
。
議
場
は
広
く
、
人
数
は

は
半
数
に
制
限
し
、
３
密
は
避

け
ら
れ
て
い
る
。
30
分
で
は
短

す
ぎ
る
。
」
と
、
通
常
通
り
50

分
に
す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た

が
、
採
決
の
結
果
30
分
と
な
り

ま
し
た
。
マ
ス
ク
等
を
着
用
し
、

マ
イ
ボ
ト
ル
持
ち
込
み
は
可
と

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

１

埼
葛
郡
市
人
権
施
策
推
進

協
議
会
主
催
の
「
教
職
員
合

同
現
地
研
修
会
」
と
「
人
権

を
考
え
る
集
い
」
に
つ
い
て

２

コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
を
抑

止
す
る
た
め
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
推
進
を

１

豪
雨
災
害
に
備
え
て
、
被

害
を
抑
え
る
対
策
と
、
被
災

に
備
え
た
準
備
を

１

住
民
要
望
に
沿
っ
た
春
バ

ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
を１

１

高
齢
者
等
交
通
弱
者
の
移

動
手
段
確
保
の
た
め
に
、
タ

ク
シ
ー
補
助
制
度
を

１

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
、

仕
様
書
通
り
常
勤
支
援
員
配

置
を

２

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
で
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
武
里
団
地
に

１

地
球
環
境
保
全
の
た
め
の

市
の
対
策
に
つ
い
て

２

利
用
人
数
制
限
に
伴
い
、

公
共
施
設
使
用
料
の
減
額
・

無
料
化
を
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休
日
の
当
番
医

今
尾
や
す
の
り
議
員

市立医療センター ℡735-1261(夜間毎日土･日･祝日) 救急相談#7119または☎824-4199

8/30(日) (内科系)かすかべ生協診療所：谷原2-4-12 電話：752-6143：内 (小児科系)安達医院：栄町3-287

電話：761-6398：内、小 (外科系)かすかべ整形：粕壁東2-1-35 電話：760-2551：整、リハビリ、リウマチ

9/ 6(日) （内科系）ほそや内科医院:下大増新田261-5 電話:733-5200 （小児科系）豊春内科小児科クリニック

上蛭田681 電話:760-2300 （外科系）原田皮膚科医院:大衾３０７－２８ 電話:746-7770

９月10日(木)

６番目

松
本
ひ
ろ
か
ず
議
員

大
野
と
し
子
議
員

９月11日(金)

７番目

９月15日(火)

２番目

並
木
と
し
え
議
員９月15日(火)

５番目

う
づ
き
武
彦
議
員９月15日(火)

６番目

坂
巻
か
つ
の
り
議
員

９月11日(金)

２番目

９
月
定
例
市
議
会
一
般
質
問

日
数
５
日
間
→
４
日
間

時
間
50
分
→
30
分
に
短
縮




